



















































































































































































































































































































































































④テーマ：Time of Value、Rude and Straightforward
２．学部を超えた授業実施の背景
例）長期海外インターンシップの授業内容
共感
されない
異文化コミュニケーション学部
の正規留学生による授業
（異文化理解セッション）
【目的】
出発前日本人学生の異文化理解
に関する気づきの醸成と外国人
留学生との交流
84　第 1 部　講演
【スライド⑤-8】
【スライド⑤-7】
５．学生アンケートとヒアリング結果
実施時期：2019年11月
対象者 ：正規留学生2名、SA2名、履修学生9名（内ビデオ視聴学生2名）計13名
①授業の実施・準備を通して変化（新たな気づき・学び）はありましたか？
5 5 3
大いにあった
あった
なかった
⚫ 広い視野を持つようになった。自分が当たり前だと思っていたことが、他のバッグラウ
ンドを持つ人には当たり前ではないことがわかったから。
⚫ 時間という一部分における差異を認識することで、前提の違いを理解できたため
⚫ 時間について、自分の中で受け入れられる基準と受け入れられない基準はどこだろうか
と考えるきっかけになった。受け入れられない基準に遭遇した時、ただイライラするだ
けでなく、解決策として自分ならどうするだろうかとも考えるようになった。
⚫ 知っていた内容ではあったものの,留学生から説明を受けることで具体的にイメージす
ることができ,派遣先での行動がよりスムーズになったと感じる。
⚫ 文化的なマイノリティになることへの抵抗感が減ったから。
⚫ コミュニケーションをとるうえで相手のことを知り、考えることは必要不可欠であるこ
とがわかった。
⚫ 自信がついた。新しい考え方に気が付いた。（「なかった」学生へのヒアリング結果）
４．授業実施までの取り組み
5月8日 正規留学生への趣旨説明（打合せ１回目）
5月中旬 派遣学生選考
5月30日 正規留学生の提案ベースに内容打ち合わせ
ｽｷｭｰﾃﾞﾝﾄｱｼｽﾀﾝﾄとの顔合わせ
（打合せ2回目）
6月13日 正規留学生の再提案
ｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄｱｼｽﾀﾝﾄよりｱｲｽﾌﾞﾚｲｸの提案
（打合せ3回目）
6月26日 正規留学生とｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄｱｼｽﾀﾝﾄでの内容打ち合わせ
～学生のみで検討～
6月29日 本番
留学生と日本人学生の協働がもたらす学び 　85
【スライド⑤-10】
【スライド⑤-9】
③日本の文化（言語・習慣等）の理解が深まりましたか？
3 4 6
大いに深まった
深まった
変化なし
⚫ 他のバックグラウンドを持つ人の意見をきき、自分達のものと比べることにより、普
段意識していないような自分達の文化がはっきりしたから。
⚫ 他の国の文化を学ぶ上で、自分の軸となっている日本の文化について考え、他国と比
較することは必要不可欠であったから。
⚫ 日本人は海外の人から見たらどうみえるのか知れたのでよかった。
⚫ 海外の文化を学ぶときにはどうしても日本の文化と比較して考えるので、海外の文化
を学ぶと共に自国の文化への理解も深めることができた。
⚫ 日本の常識は世界の常識ではないから
⚫ 日本の文化について知る意欲は高まったが、この授業で理解が深まることはなかった。
⚫ 授業の内容を検討する際、正規留学生より、具体的な事例について提案があり、日本
人にとってピンとくるか否かの質問があった。（「変化なし」学生へのヒアリング結
果）
②アジア・海外の文化（言語・習慣等）の理解が深まりましたか？
4 6 3
大いに深まった
深まった
変化なし
⚫ シチュエーションごとにどうするか考えるディスカッションをしたり、時間にルーズ
な人を授業内で実際に体験したりすることで、アジアの文化を体験的に学ぶことがで
きたから。
⚫ 日本以外の国での行動(上司のチャックが開いている等)から習慣を理解できたため。
⚫ 日本の常識で考えてはいけないということをこの授業では強く意識することができた。
これによってインターンでも「日本とは違う国なんだ」ということを常に念頭に置く
ことができた。
⚫ アジア全般的に広く浅く取り扱ってくださったので、自分の派遣先国以外にの国につ
いても大まかに概要を知ることができたため。
⚫ 普段から考えているため変化なし。フィリピンで経験していたため変化なし。（「変
化なし」学生へのヒアリング結果）
86　第 1 部　講演
【スライド⑤-12】
【スライド⑤-11】
⑤インターンシップで本授業の経験が活かされましたか？（履修学生対象）
3 4 2
大いにあった
あった
特になし
⚫ 人に明るく接すること。
⚫ 色々な価値観があることを知れたので、それを心の隅に置きながら生活できた。
⚫ インターンの業務でも生活面でも、日本とは違う国であるということを強く意識でき
るきっかけになったと思う。自分の価値観や常識を押し付けることは相手にとっても
不快だということを意識づけできるようになり、その国に順応しようという心構えが
できたから。
⚫ 時間感覚について日豪で大きな差があったから
⚫ 日本で考えなかったことも考えるようになった。
⚫ 職場が多国籍企業だったので、ここで得た知識を活用できた。
④授業を通して
留学生（or日本人学生）との交流（付き合い方）に変化がありましたか？
2 7 4
大いに変化あり
変化あり
変化なし
⚫ 文化の違いを濁して付き合うのではなく、その違いを質問などして知っていきたいと
思うようになった。おそらくこの異文化理解の授業で、留学生たちと話し、自分が
思っている以上に自分の文化が異なると知れたからだと思う。また、留学生たちも文
化が違うことに不快感ではなく興味を持っていることが知れたからだと思う。
⚫ 発表者の留学生たちがとても明るく、仲良く3人で発表をつくりあげている姿をみて、
日本の学生にはない姿であるなと、とても感銘を受けたため。エネルギッシュな留学
生のように自分もなりたいと思った。
⚫ 日本における当たり前が存在せず、それをなくした相互理解が図れるようになった。
⚫ 特に大きな変化はなかったけど、留学生ともっと交流したいと思った。
⚫ 異文化コミュニケーション学部の、多文化共生についてディスカッションで学ぶ授業
を受講するようになった。
⚫ 文化の違いをリスペクトすることで付き合い方が変わった。
⚫ 日本にいる時にも海外の人と付き合う機会は多くなれていたせいか、そこまで変化は
なかったように感じる。（「変化なし」学生）
⚫ 大学で今回初めて留学生と話をしたが、その後機会がないため（「変化なし」学生へ
のヒアリング結果）
留学生と日本人学生の協働がもたらす学び 　87
【スライド⑤-14】
【スライド⑤-13】
⑥今後も留学生による異文化理解授業を継続したらよいと思いますか？
7 6 0
大いに継続
可能であれば継続
継続なし
⚫ 強制にしないほうがいいと思う。 留学生は自分がこれから違う文化を体験することがわ
かっているから留学を決める。もし事前準備したら、その体験が変わる。しかし心配な学
生にはあったほうが良い。（正規留学生）
⚫ 異文化理解に関心がある学生には継続した方が良いが、あまり関心がない学生には必要が
ないと思う。（正規留学生）
⚫ 気軽な異文化交流は双方にとって良い機会であると思う。ただ、せっかく留学生たちが時
間をかけていい授業を用意してくれているものの、聞き手が少ないと感じた。もう少し大
きい規模の聞き手を相手に行っても良いのではないかと思った。
⚫ 日本にも海外の人がたくさんおり海外の文化と触れ合う機会は多くなっているとはいえ、
自分でそのような機会に出会えない人のためにも今回のような授業は非常に有意義である
と考える。また、これからグローバル化していく社会の風潮に反してなかなか海外の文化
と積極的に触れ合う意識の少ない学生も多いと思う。そのような人たちにもきっかけを与
えるという意味で継続していくべきだと思う。
⚫ このような機会がないとめったに留学生と交流しすることがないため。日本語でお互いの
国のことなどを話し合える機会は特に海外インターンに行く前は重要だと思う。
⚫ インターンシップにこれから参加する学生にとっては、英語で自分の意見を主張する準備
になるから。また、自分達と文化の違う留学生が授業してくれることで、日本人講師が行
う講義形式の授業では得られないリアリティが生まれるから。
６．今後の取組みについて
◆今学期の1月中に正規留学生と夏の海外インターンシップ参加学生の
協働による異文化理解セッションの開催（授業でなくとも良い）
対象：春の海外インターンシップ参加学生
春学期渡航予定の希望学生、興味がある学生
◆4月の前半あたりに開催する
対象：入学したての1年生（海外にアンテナが立っている）
◆ファシリテート役の学生が内省することで意味づけし成長をするための
機会・時間を設ける
◆セッションに参加した学生同士が継続的に交流できる場を提供する
＊今回参加学生のケースでは12月中に交流の場を調整中
発展的に継続していくための取組み
＜学生へのヒアリング会での意見交換より＞
88　第 1 部　講演
【スライド⑤-15】
７．まとめ
正規留学生
◆自分たちが持っている情報を共有でき、活躍の場となった
◆日本人のバックグラウンドや文脈の理解を促した
スチューデントアシスタント
◆海外インターン先での体験を共感してもらえる場を持てた
◆日本の当たり前に対し疑問を持つようになった
履修学生
◆渡航前の異文化に対する免疫力がついた
◆日本に居ながら、海外のエネルギッシュな刺激をうけた
◆帰国後も継続的に留学生と関わる機会が増えた
立教キャンパス内が多様な留学生と日本人学生の語りの場へ
発展的に継続
